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研究目的 

化学反応や生物モデルに現れる非線形偏微分方程式の解構造を調べることで複雑な現象

の解明を目指している。特に，形がもつ機能を数学的に説明することで，そのメカニズム

を解明し，工学的・医学的応用を目指している。 

研究内容 

生命現象において形はその機能と密接に関係している。その形状は自発的に形成され

る。つまり，生命活動における機能が自律的に形成される。この過程を数理的に捉える

ことで，メカニズムの解明を行う。特にFitzHugh-Nagumo方程式に現れる興奮波の

スパイラル波の発生原因を調べることで，心室細動のメカニズム解明と除細動への応用

について研究している。 

用  途 医療機器 
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